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●今月の聖句　　｢見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」�
　　　　　　　　この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイによる福音書第1章23節�
�

　 『イメージしてください』�

今が　すべての出発点�

●11月在籍者３７名�
　　　　　　　　第１例会　　　第2例会�
　　メンバー　　　　　３０名　　　　２６名�
　　メネット　　　　　　０名　　　　　０名�
　　コメット　　　　　　０名　　　　　０名�
　　ゲスト　　　　　　　４名　　　　　３名�
　　ビジター　　　　　　０名　　　　　０名�
�
●月間メイキャップ者数　　　　　　　　４名�
●11月月間出席率　　　　　　　　　　89.2％�
�
●BFポイント�
　11月分　切手　　　　０pt　　累計　　　０pt�
　　　　　 現金　　　　０円　　累計　　　０円�
●ニコニコ�
　11月分　　　　23,002円　　累計　61,002円�
●ファンド�
　11月分　　　　31,200円　　累計　49,200円�

DATA　OF　NOVEMBER

心のフットワークも軽快に、色々なことに

好奇心を持ち、「それはおもしろい」「こ

うしたらもっとおもしろくなる」を連発し

ましょう。その思いを込めて、LT,MCに尽

力いたしましょう。　�

12月の強調テーマ�

EMC事業委員長　石田　賢三�

　EMC委員長という重大な役目を引き受けて早くも半年を迎えまし

た。中西会長が15周年記念に宣言されました決議文、20周年に向か

っての最初の一歩が始まりました。ウィングクラブにとってメンバ

ー増強が必要かの問いに「あなたの考えは？」�

◎    クラブ運営がスムーズに行っているのに無理をして入れること

はない�

◎    いや、マンネリを防ぐために新しい血がメンバーの活動に新風

を吹き込み活性化しレベルアップにつながるのではないか�

◎    高齢化が進むのは事実で若いメンバーが必要である�

と個々にいろんな答えが返ってくると思います。メンバー増強、例会出席向上、親睦、活力

あるクラブ作りにはメンバーが一丸となって取り組むことが必要じゃないでしょうか。確か

に今のウィングクラブは大きい問題もなく安定している時こそ一人一人が今何をすべきかを

今一度考えることが必要でしょう。ワイズならではの楽しみとは一体何かと考えますと奉仕

することに喜びを感じ、共有するといったことがあります。また、私たちが入会式のときに

味わった新鮮さ厳粛な感動を一人でも多くの人に出会ってほしいと思います。なにわともあ

れゲストを連れてくださらないことには何も始まらないのでもう一度自分の周りを見つめな

おして友人・知人をお連れください。�

「イメージしてください。例会にゲストを連れてきている自分を・・・」�

岡本就介EMC事業主任�
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 E M C ア ワ ー 　  　�
　　11月6日（木）　八木橋　恒夫�

　ホテルに着いたのが開会5分前、こんなにも遅刻寸前に席に
付いたのは久し振りやなぁ～っと、思いながら各委員長のアピ
ールタイムが済み、食前の感謝が終わると、運ばれてきた料理
は、鯛のカルパッチョ・グレープフルーツソース香草添え「な
ぜ白ワインの一杯も出ないのか？」などと思いながらパンとい
っしょにパクついて、ジャガ芋のポタージュスープを飲み干し、
いよいよメインディッシュの登場。本日は牛スネ肉のデミグラ
スソース煮込みフェトチーネ添え、ソイソースのグリーンサラ
ダと一気に平らげて、デザート＆コーヒー、そして、EMCアワ
ーということで、最近元気のいいグローバルクラブから4名の
ゲストを迎え、澤田ワイズのスピーチ「ゲストに来ていただい
たら、全員で握手をし、全員で名刺交換をし、あたたかく声を
掛けそして、皆が次の例会にも是非来て下さい、と案内すれば、
必ず心は通じるはずです、メンバー全員がどんどんゲストを呼
びましょう」とのこと。その通りですネ！。�

第2例会�

世界ＹＭＣＡ、ＹＷＣＡ合同祈祷集会報告�

第1例会�

澤田Y's熱弁�

雨の中、がんばりました� 迫力満点の講師でした�

仁科部長、有難う御座いました�

　　　　　 京都部部長公式訪問�
　10月20日（木）　三宅　豊和�

　流行の風邪のため欠席者が目立つ。しかし中村弘二Y'sの元
気な顔を久しぶりに見る事が出来一安心。さて今日は仁科保雄
京都部部長、田中考明Yサ主査、大山裕巳地域奉仕主査をお迎
えしての京都部アワーです。私達は往往にして自分のクラブだ
けを見てワイズを考えがちです。毎年の部長公式訪問の例会は
私達にとってワイズやYMCAを広い視野で見直す事のできる楽
しみな日です。仁科部長は西日本区の各部の状況を交えながら、
EMCメンバー増強をポイントに親睦を大切にして下さいとおっ
しゃいました。また京都YMCA100周年フェスタや我々ウイン
グクラブが中心となって準備しているクリスマスキャロルナイ
トの成功に向け京都部としてもできる限りのバックアップをし
たい、との事でした。�
　アワー終了後、23日に結婚される久後Y'sへのお祝いと京都
YMCAへインド基金35万円の贈呈のセレモニーがおこなわれま
した。メンバーはこの日解禁のボージョレー・ヌーボーを手に
2Fラウンジへ向かう。�

　　 人間としての癒しを求めて�

11月15日（土）　中島　敬泰�

　あなたがＨＩＶ感染し且つ好きな人が出来た時、或いは妊婦

検診でＨＩＶが分かった時等々、６つの社会的立場の異なる課

題を与えられ、あなたならどうする、あなたならどのような不

安と苦悩を持ちますか。エイズを他人事ではなく自分自身の問

題として考え、そこに共通する多くの問題を現在の社会情勢に

照らし合わせて考えていく貴重な集会であった。エイズは今や

世界的規模の流行病であり、その広がるところ、どこにでも非

難、偏見、拒絶、阻害といった人間社会の醜さを露呈します。

私たちの性行為に責任を

持ち、エイズに関する多

くの問題を知恵に変え、

エイズ撲滅を誓う機会と

なりました。   �

２００３年１１月１５日

（土）京都ＹＷＣＡホー

ルにて�

�

　　国際協力街頭募金�
11月9日（日）　藤田　寿男�

　ワイズデーの取り組みと協働して行われたYMCAの国際協力
募金が、11月9日の日曜日午後に京都市内各所の街頭で実施さ
れ、ウイングは四条烏丸と北野白梅町の二ヶ所に分かれて街行
く人々に募金への協力を訴えた。無関心な人の多さに腹立たし
さを覚え、意外な感じの人の協力に感動を受けるのは募金の常。
毎回、財布の重さと心の豊かさの関係を考えさせられる。�
　白梅町は今回初めて組み入れられた場所で実績がない中、ど
れほどの募金が集まるか不安を抱きながら幟を立てる。ウイン
グが担当とは言え、メンバーは井上メン・メネット、三宅、中
島、私とロートルばかり5人で、さらに大きな不安がよぎる。が、
幸いなことに野外プログラムのリーダーや会員の中・高生たち
15人程が張り付いてくれて、「アフガニスタンの難民の子供達
に救いの手をお願いします！」と元気一杯の大きな声で、募金
箱をグイッと差し出す姿に頼もしさを覚えた。Nワイズも手本
を示さにゃと、いきなり大きな声で訴え始めるが、長文のアピ
ールに舌がもつれ出して次第に言葉少なに。Mワイズは浅田飴
を配り、Iワイズは暖かい缶
コーヒーを振舞い、Fワイ
ズは原稿を引き受け。と、
まあ、それ相応の働きをし、
白梅町を後にしたという次
第。結果はいかに。�
�


